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計画の目的 

縄文時代の集落を彷彿とさせる竪穴住居、人々の生活を支えた落葉広葉樹の森が復元された特別史

跡「尖石石器時代遺跡」は、平成12年の尖石縄文考古館の建て替えにあわせて整備されました。 

整備から15年が経過する中で、保存管理をめぐるさまざまな課題が生じています。また、縄文プロ

ジェクトを背景とする市民及び行政の「縄文」に対する意識の変化により、尖石石器時代遺跡のま

ちづくり・ひとづくりに果たす役割が以前にも増して期待されるようになりました。 

平成28年3月、茅野市教育委員会では、尖石石器時代遺跡を適切に保存するための方策と今後の活

用についての指針をまとめた保存管理計画を策定しました。 

 計画の方針 

 １ 史跡が抱える課題の明確化とその解決方法の提示  

 ２ 史跡の価値に基づく適切な保存と管理  

 ３ 史跡の特徴をいかした整備と活用 

 ４ 史跡の保護とまちづくり 

 ５ 縄文プロジェクトの核としての取組 

特別史跡尖石石器時代遺跡保存管理計画 
        － 史跡をまもり、今にいかすために － 



尖石石器時代遺跡の概要 

八ヶ岳の西麓、標高1070ｍの台地にある縄文時代中期（約5000～4000年前）の遺跡です。

遺跡名は南斜面にある高さ1ｍ余りの三角錐状の石「尖石さま」に由来します。 

昭和5年から、地元南大塩出身の宮坂英弌（茅野市名誉市民第1号）がほぼ独力で発掘をおこな

い、まつりなどに使う広場を挟み竪穴住居がつくられた縄文時代の集落の姿を明らかにしました。 

「高原地における石器時代の集落地を示すものとして著名」であり、「わが国の歴史の正しい理解

のために欠くことができず、かつ、その遺跡の規模、遺構、出土遺物等において学術上価値あるも

の」であることから、昭和17年に史跡（重要文化財級の遺跡）、昭和27年に縄文時代の遺跡とし

て日本で最初の特別史跡（国宝級の遺跡）に指定されました。 

尖石さま 

特別史跡「尖石石器時代遺跡」は尖石遺跡、与助尾根遺跡及び与助尾根南遺跡の一部から構成され、

尖石遺跡と与助尾根遺跡に挟まれた湧水のある谷部を含む約67,000㎡が国の指定を受けています。

平成17年までの調査で200軒以上の竪穴住居址が発見されました。 

宮坂英弌 

 昭和8年に発掘された尖石遺跡を代表する土器 

                  （蛇体把手付土器） 

土器目当ての発掘から、炉址、

竪穴住居址、集落址の発掘と、

調査が進められました。 



尖石石器時代遺跡の価値  

 中部高地を代表する縄文時代遺跡 

尖石石器時代遺跡は中部高地におけ

る縄文時代最大の繁栄期である中期

の中心的な遺跡です。200ヶ所以上

の竪穴住居址、縄文造形のひとつの

到達点とされる装飾性に富んだ土器

等が地下に保存されています。 

縄文時代集落研究の原点 宮坂英弌は自ら発掘した資料から、日本ではじめて縄文時代の集落の

構成や人々の生活にせまる研究をおこないました。 

 縄文文化の繁栄を支えた自然 

史跡とその周辺には、集落がつく

られた長峰状の台地、水場に利用

された湧き水のある谷部、食料や

生活資材をまかなう落葉広葉樹の

森など、縄文人の生活基盤となっ

た自然が残されています。 

縄文文化発信拠点としての整備 戦後間もなく、与助尾根遺跡に数棟の竪穴住居からなる縄文時

代の集落が復元されました。こうした整備を受け継ぎ、平成12年に尖石史跡公園として整備され

るとともに、史跡のガイダンス施設を兼ねた尖石縄文考古館が建設されました。 

重複する竪穴住居址（昭和24年発掘） 

日本初の縄文集落遺跡の発掘調査報告書（昭和32年） 日本初の縄文集落に関する論文（昭和21年） 

縄文人の生活基盤となった八ヶ岳西麓の自然 

発掘された土器（平成５年出土） 

復元された縄文時代の集落 尖石縄文考古館 



盛土による現代的な園路が

整備されています。 

景観にそぐわない園路につ

いて、撤去を含めた見直し

が必要です。 

尖石石器時代遺跡の現況と課題  

尖石石器時代遺跡を適切に保存し、整備した尖石史跡公園を茅野市のまちづくり・ひとづくりにい

かすために、解決しなければならないさまざまな課題が生じています。 

史跡の真ん中に市道が通

じ、頻繁な車の往来が景

観を損ねています。 

一体感のある縄文集落の

復元等、縄文時代のたた

ずまいを再現するため、

市道の付け替えを検討し

ます。 

史跡の特徴や価値をい

かした活動が十分にお

こなわれていません。 

史跡ならではの活動が

おこなえるよう、史跡

にふさわしい環境を整

える必要があります。 

尖石遺跡に竪穴住居が建設

されていないため、谷を挟

み与助尾根遺跡の縄文集落

と同時存在したことがわか

りません。 

竪穴住居を建設し、谷を挟

み向かい合う縄文集落の姿

を示すことが必要です。 

縄文集落と水場の

関係がはっきりし

ません。 

縄文集落と水場の

関係を明らかにす

るための発掘調査

が必要です。 

縄文時代にないハリエン

ジュ、オオハンゴンソウ

が増えています。 

継続的かつ計画的な伐採

や駆除をおこなう必要が

あります。 

史跡の崩落が進んでいま

す。 

草の種を吹き付けるなど

の崩落防止策が必要で

す。 

クリ・コナラ等を植え「縄文

の森」を復元しましたが、樹

木の成長に伴い、薄暗く貧弱

な森となりました。 

間伐や枝払をおこない、有用

な下草の生える豊かな森を作

り出す必要があります。 

クリが多用された竪穴住

居の柱に、使用の痕跡が

知られていないスギを使

いました。 

これまでの研究成果をふ

まえた適切な素材を使用

することが必要です。 

□ 遺跡 □ 史跡公園 □ 改善が必要な諸環境 □ 史跡公園の活用 

残在の尖石石器時代遺跡 

「尖石さま」南の谷部

が尖石遺跡（史跡外）

の一部として登録され

ていますが、実態が不

明なままです。 

発掘調査による遺跡外

縁部の実態把握が必要

です。 



尖石石器時代遺跡の保存管理（まもる） 

宮坂英弌氏をはじめ市民によって大切にまもられてきた史跡を適切に保存し、次世代に継承するため

に、復元された竪穴住居や園路の補修、樹木の伐採や枝払い等の維持管理が必要となります。 

保存管理すべき史跡とその周辺の土地を、遺跡の内容と土地の現状から9地区（Ａ～Ｆ）に区分し、

土地の現状変更等について基本的な方針を定めた上で、具体的な取扱い基準を定めました。 

史跡とその周辺の保存管理のための地区設定 

史跡の保存管理のための現状変更の取扱い基準（A～Ｃ地区） 

 

Ａ地区 尖石地区  

Ｂ地区 与助尾根地区 

Ｃ地区 谷部地区 

Ｄ地区 南谷部地区 

Ｅ-1地区 考古館地区 

 -2地区 考古館付帯施設地区 

      （駐車場） 

Ｆ-1地区 青少年自然の森地区 

 -2地区 森林地区 



尖石石器時代遺跡の整備（目指す姿） 

八ヶ岳西麓に保存された約67,000㎡の史跡指定地に、八ヶ岳西麓の自然と共存共栄した縄文時代

のたたずまいを再現します。また、史跡指定地の西側隣接地に、史跡の緩衝地帯となる落葉広葉樹

林帯と、史跡の活用を補うための多目的広場（Ｇ地区）を整備します。 

史跡と周辺の土地利用計画（構想） 

市道の迂回 

竪穴住居の建設 

廃絶した集落(竪穴住居)を窪みで表示 

水場の確認と整備 

縄文時代の

植生復元       

人工林(針葉樹)の伐採       

台地斜面の保護 

緩衝地帯と

なる落葉広

葉樹林帯の

整備       

園路の徹去 

園路の徹去 

史跡の西側に、史跡の活

用を補うさまざまな野外

活動、交流・憩いの場と

して利用できる多目的広

場の設置（Ｇ地区） 

追加指定を視野に入れた遺跡保護 

史跡整備構想（目指す姿） 

外来樹の伐採による縄文の森の復元 

遺跡範囲・内容の確認 

縄文時代の植生復元       



尖石石器時代遺跡の活用（いかす） 

史跡と周辺の土地利用計画（構想） 

尖石石器時代遺跡とその周辺地を、『縄文プロジェクト』の理念である「「縄文」の価値を考古学

の世界だけにとどめず 私たちの生活の中で普遍性を持たせる取組 茅野市の「宝」を磨き育てる

取組」を実行するための拠点と位置づけ、縄文時代の衣食住を体験し、日常生活の一部としてイベ

ントやスポーツ等に利用できる場として整え、まちづくり・ひとづくりにいかしていきます。 

「衣」の材料となるカラムシの栽培 主な「食」のひとつ、どんぐりの採集 

「食」の可能性があるエゴマの栽培 「食」を煮炊きする土器の野焼き 

縄文風小屋づくりによる「住」体験 茅野市5000年尖石縄文まつり 

繊維をとる 

撚りをかけた糸 

どんぐりのアクセサリー 

どんぐりクッキー 

エゴマ 

エゴマおはぎ 



尖石石器時代遺跡を核としたまちづくり 

茅野市には尖石石器時代遺跡の他に、「上之段石器時代遺跡」(北山湯川)と「駒形遺跡」(米沢北大

塩)という縄文時代の国史跡があります。また、県史跡「池ノ平御座岩遺跡」(北山白樺湖)、市史跡

「栃窪岩陰遺跡」(北山柏原)、国宝「土偶」の出土した棚畑遺跡(米沢埴原田)、中ッ原遺跡(湖東山

口)をはじめ、200ヵ所以上の縄文時代遺跡が知られています。 

尖石石器時代遺跡とそのガイダンス施設の尖石縄文考古館を核に、市内にある縄文時代遺跡はもと

より、後の時代の文化財群とその関連施設である八ヶ岳総合博物館、神長官守矢史料館を有機的に

つなぎ、重層性のある茅野市の歴史が体系的に学べる環境を整え、まちづくりを推進します。 

縄文のみやこ 茅野

特別史跡尖石石器時代遺跡

史跡上之段石器時代遺跡

中ッ原遺跡

・史跡整備計画

・史跡整備計画

縄文の里史跡整備構想

▴ 長期にわたる交流拠点

▴ 黒曜石の搬出拠点

▴ 縄文中期の典型的な集落

遺跡を巡る

遺跡を巡る

遺跡を巡る

地域の文化財

地域の文化財

・史跡整備計画

・保存管理計画

史跡駒形遺跡

史跡の整備

史跡周辺も含む

・保存管理計画

棚畑遺跡

・保存管理計画

・縄文を識る場
・縄文を楽しむ場
・縄文を産み出す場
・縄文を広める場
・縄文を守る場

つなぐ

地域の文化財

国史跡「上之段遺跡」 国史跡「駒形遺跡」 

縄文の里史跡整備・活用基本構想（策定中）概念図 

 
八ヶ岳総合博物館 神長官守矢史料館 


